
令和４年度 河川情報センター研究助成報告会 

開催レポート 
（助成期間 平成 30 年〜令和 2 年） 

 
本年度（令和４年度）は、平成 30 年度〜令和 2 年度の発表をオンライン形式で開催いた
しました。 
報告会当⽇は、各発表に対する質疑応答や意⾒交換において、熱⼼な議論がなされました。 
開 催 ⽇ ︓令和４年５⽉２５⽇（⽔） 
場  所 ︓河川情報センター ４階 ＡＢ会議室 
 

 

 

  

 
 
 
 

  



 

鍋島 康之            〔明⽯⼯業⾼等専⾨学校 教授〕 

「局地的豪⾬に対応可能な⼩河川の⽔位監視システム」に関する研究 

  

 

  

 
秦 康範       〔⼭梨⼤学⼯学部 ⼟⽊環境⼯学科 准教授〕 

「災害情報の裏命題効果」に関する研究 
 

  

 

⼤宮 哲  〔寒地⼟⽊研究所寒地道路研究グループ  雪氷チーム 研究員〕 

「積雪寒冷地における⼆重偏波ドップラーレーダデータの利活⽤」に関する研究 

 

 

  

■発表■ 



有川 太郎        〔中央⼤学 理⼯学部都市環境学科 教授〕 

「降⾬の不確実性を考慮した避難判断⽀援システムの検討」に関する研究 

 

 

 

 
 

 

 

 

⾚松 良久     〔⼭⼝⼤学⼤学院 創成科学研究科 教授〕 

「要配慮者の警戒・避難判断⽀援のための中⼩河川⽔位の AI 予測システムの開発」に関

する研究 

   

 

紅⾕ 昇平        〔兵庫県⽴⼤学⼤学院 減災復興政策研究科 准教授〕 

「⽔害被災市町村に対する都道府県の⽀援体制に関する研究」に関する研究 
 

  

 

  



 

⼩森 ⼤輔            〔東北⼤学⼯学研究科⼟⽊⼯学専攻 准教授〕 

「流⽊流出の⼀連の過程に基づく、流⽊流出統合物理モデルの構築」に関する研究 

 

  

 

椿 涼太             〔名古屋⼤学⼤学院 ⼯学研究科 准教授〕 

「画像を利⽤した洪⽔流量観測⼿法」に関する研究 

 

  

 


